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共有データの重要性

2

研究の信頼性向上

再現性・透明性の確保

第三者による検証が可能に

研究の活性化・効率化

同じデータで比較・追試が容易

二次分析が新たな発見を生む

社会的価値の創出

リアルなデータが新たな知見に

政策やサービスへの還元

しかし… 価値の高いデータほど，個人情報・著作権・企業秘密などで完全にはオープンにできない

⇒ 適正な管理の下で共有する仕組み ＝ 「オープン」と「クローズ」の間 が必要



オープンデータにできないリアルなデータ（個人情報，著作権，…）

を，適正な管理の下で，契約に基づき利用可能に

⇒ コミュニティを繋いで研究を活性化

民間企業

主にアカデミアの

研究者

大学等

データを持つ

データを使いたい

産学界のデータを学術研究目的で大学等に提供

データセット共同利用開発センターの主な活動

◼手続きの負荷の軽減

◼社会貢献の周知

◼オープン性，公平性のアピール

◼研究の再現性・透明性の確保

◼他の研究との比較が容易

◼研究のアピールが容易

◼コミュニティの拡大

異分野連携の核
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Informatics Research 
Data Repository



IDRで取り扱い中のデータセット

◼ 民間企業提供データセット ：主に秘密情報が理由

→ 16企業より受け入れた34種類

◼ 研究者等提供データセット ：主に個人情報が理由

→ 1企業・8大学・4機関より受け入れた13種類

◼ NTCIRテストコレクション

→ 過去のWSで構築されたタスクデータ62種類

◼ 音声コーパス

→ 音声資源コンソーシアムが受け入れた54種類
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提供中の民間企業のデータセット

• 楽天データセット

• ニコニコデータセット

• リクルートデータセット

• クックパッドデータセット

• LIFULL HOME'Sデータセット

• Sansanデータセット

• インテージデータセット 

• オリコンデータセット

• ダイエット口コミデータセット

• 弁護士ドットコムデータセット

• アットホームデータセット

• トリガーデータセット

• みんなの評判口コミデータセット

• メルカリデータセット

• REX地価コンテンツデータセット

• ピティナデータセット 5



例：メルカリデータセット

メルカリ社が運営するフリマアプリ「メルカリ」への登録データ

データ提供開始時のプレスリリースより引用
https://www.nii.ac.jp/news/release/2022/0831.html

2020年1年間の出品データ

・商品データ (100GB）

-  商品名
-  カテゴリ
-  商品の説明，状態
-  販売価格
-  サイズ，ブランド
-  発送方法，発送元地域
-  いいね！の数
-  コメントの数  など

・コメントデータ (40GB）

・画像データ (3TB）

-  対象全商品のサムネイル
-  一週間分のオリジナル 6



企業データ提供実績（～2026.3）

データ提供先

13 都道府県

39 機関

44 都道府県

336 機関

2010年 2026年

（ニコニコ，Sansanデータセット除く）

利用者数の推移

1,230 研究室

延べ 

2,049 研究室
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データセットの配布方法

・民間企業の実サービスに基づくデータ
・会話映像等のセンシティブなデータ
・研究目的利用に制限されているデータ の提供

オープンデータにできないリアルなデータ（個人情報，著作権，…）

① 個人情報等を含むセンシティブなデータ

手続き：メールで利用申請書提出→ 審査 →同意書（要・公印）の提出

配 布：個別URLを生成，パスワードは郵送

② 個人情報等を含まない安全なデータ

手続き：オンライン申請

配 布：オンライン配布

企業データも
大半はこちら
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IDRの活動：企業からのデータの受入
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データを持つ

産学界
データを使いたい

研究者

◆ 親契約の締結

• 第三者提供の権利の確認

• 個人情報取得方法の確認

• 責任分界点の整理

• 利用者への提供方法の検討

◆ 利用規約の策定

• 利用ルールの検討

• 研究成果の権利帰属の確認

◆ データ整備

• データ仕様の調整

• 匿名化方法の検討

• 不適切情報の削除

研究倫理審査
（必要に応じて）

データの有用性と安全性はトレードオフ
 ：仕様の落としどころの調整

⇒ あとはルールで制限

✓ 実サービス上の情報との照
合の禁止

✓ 研究発表時の固有名詞等の
秘匿化

✓ 発表内容を事前確認



IDRの活動：利用者への対応
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データ配布時

1. 利用者の資格審査

• 利用者は法人

• 研究代表者は研究室の代表

2. 利用目的・利用形態の確認

3. 研究者メンバーの確認

• 研究代表者の研究室の職員・学生

4. 研究室構成の確認

• 競合企業との連携関係など

5. 利用許諾契約の締結

• 契約書または利用規約＋同意書

• 提供条件への同意

使用中の管理

1. 毎年の報告

• 利用状況，利用者メンバー

• 研究業績リスト

• 利用継続希望確認

2. 利用者管理（随時）

• 研究代表者の異動・交代

• 研究者メンバーの変更

3. 研究発表の通知・確認

• データに関する記述，引用等

4. 利用終了・停止

• データ消去の確認

データを持つ

産学界

データを使いたい

研究者



データDOIも取得
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https://dsc.repo.nii.ac.jp/

https://dsc.repo.nii.ac.jp/

データDOIの例：
オリコン顧客満足度調査データ

http://doi.org/10.32130/idr.10.1

データセット

https://dsc.repo.nii.ac.jp/


取得収録データの公開を考えている方へのお願い

 公開/提供の可能性を考慮して，同意書の内容は慎重に！

 サービスの利用規約で第三者提供の同意を確認

 研究倫理，個人情報，プライバシーへの配慮

⚫ 場面や話題の選定

⚫ 収録したデータの処理（ノイズでマスク，仮名化）

 データの権利帰属先のルールは所属機関に依る

⚫ 事前に提供の可否や条件を要確認

⚫ 研究倫理審査時にも公開/提供予定の旨を明記

    └─ ※IDRを通して提供するには原則必要

個人情報保護法の除外規
定を適用するには，提供
先が学術研究機関で，学
術研究目的での利用に限
られる
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データの利用者へのお願い

◼ データの提供を受ける場合は利用ルールを順守

 必要な学内の手続きは自らの責任で行う

 研究室内でデータも利用者もしっかり管理する

※ 共同研究であってもデータの共有は第三者提供にあたる

 公表時には個人情報やプライバシーに配慮する

 論文になった時はクレジットを忘れずに

データ作成者への感謝を忘れない！

「研究利用だったら何でもあり」ではない
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NIIにてハンドブックも作成

NIIオープンフォーラム2022 宍戸「ハンドブック作成の狙いとその概要」より引用
https://doi.org/10.20736/0002000318 14



IDRを通した共有をご検討の場合

・研究者等提供データ
受入要項を公開

・流れ：

受入依頼書の提出
↓

NIIで審査・手続き
↓

提供同意書を提出

※民間企業データは
個別対応
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詳しい受入要件・手続きについては…

トップページ

・個人情報等を含むデータ
・研究目的利用に制限したいデータ

⇒ idr@nii.ac.jp 宛てに
お気軽にご相談下さい！
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ご清聴ありがとうございました
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